
                                             
京都安全衛生大会の主唱者として挨拶を行う井内局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２８年７月６日、京都テルサのテルサホールにおいて、京都労働局（局長 井内 雅明）

及び府下各労働基準監督署が主唱する「京都安全衛生大会」が、約８００名の参加者のもと

で開催されました。 

 大会は労働災害によって亡くなられた方々に対する黙祷の後、主催者代表の公益社団法人

京都労働基準協会の坂本会長の挨拶に続き、主唱者として井内京都労働局長が挨拶を行いま

した。 

安全衛生表彰式では、京都労働局長優良賞２社、同奨励賞４社、同個人賞１名、同団体賞

１団体及び公益社団法人京都労働基準協会長事業場賞７社、同個人賞５名が、表彰を受けら

れました。 

 次にイートン株式会社京都工場の松井 浩氏と中島恵子氏から「安全衛生環境～ＥＨＳ～

への取り組み」と題して事例発表が行われ、京都労働局の荒川健康安全課長の基調講演の後、

お笑い理学療法士の日向亭 葵氏から「生涯現役を目指す！健康術～そこに危機あり！生活

習慣病をガツン！と予防」と題して特別講演がありました。 

 全国安全週間の本週間中に開催された本大会で、参加者は労働者の安全の確保と健康の保

持増進、快適な職場環境の実現をめざすことを再確認しました。 

「平成２８年度京都安全衛生大会」を開催 


